■希望発表形式（口演，ポスター）どちらを選び、他方を削除してください
■プログラム番号：書かないでください（座長：　　　　　先生）
■演　題　番　号：書かないでください
■時　　　　　間：書かないでください
タイトルを上書き記入してください「第35回全身咬合学会」
ワードテンプレート―執筆要領例

著者名を上書き記入してください東歯　太郎1)，東歯　花子2)，Jiro　Toushi3)



ご所属機関名を上書き記入してください
1)　東京歯科大学　生理学講座
2)　東京歯科大学　口腔生理学教室
3)　Department of Dental Pharmacology, Tokyo Dental College


ここに書かれているワードテンプレートはサンプル文章となっており,内容は執筆の手引きを兼ねています。執筆の際はサンプル文章を削除しながら、上書き記入して、ご利用してください。段落は不要です。

１）原稿の長さ：タイトル、所属、本文あわせて１ページ以内としてください。FONTは、日本語ではMS 明朝、英文ではTimes New Romanとしてください。サイズは１１ptとしてください。

２）タイトル：和文もしくは英文としてください。英文タイトルについては，冠詞，接続詞，前置詞以外の単語の頭文字は大文字で書いてください。ハイフンでつながれている場合も同様です。〈例〉Word Template for “The Journal of A….”（FONTは、日本語ではMS明朝、英文ではTimes New Romanとしてください。サイズは１８ptとしてください。最大２行以内です。）

３）著者名：和文もしくは英文にてフルネームで書いてください。右肩に、４）で記載のご所属機関名に該当する番号を、上付きで記入してください。

４）ご所属機関名：和文もしくは英文としてください。(所属機関名は上の記載例に従い，所属部署までを書いてください。著者が複数で，所属が異なる場合もそれぞれ書き、１)から番号を振ってください。)

５）本文：本文は「である」調とし，できるだけ平易に表現にしてください。専門用語以外は常用漢字を使用し，句読点は「，（全角カンマ）」，「。（まる）」としてください。また，文字入力時に下記の点に留意してください：英数字は基本的に半角で入力、「，（カンマ）」「。（まる）」「・（中黒）」などは全角で入力してください。

６）原稿に用いる単位はSI単位系としてください。図表は入れることができません。参考文献は、本文中にPMIDで書いてください。〈例〉(Shibukawa et al., 2020 PMID:123456)

■特別講演・教育講演の先生は、以下もご記入ください（該当しないご発表は、そのまま未記入で結構です）日本語ではMS 明朝、英文ではTimes New Romanとしサイズは１１ptとしてください。
■特別講演・教育講演の先生は、お手数ですが、顔写真（胸より上）を当該ファイルに貼り付けてお送りください。サイズはこちらでトリミングいたします（該当しないご発表は、不要です）。

ご　略　歴　顔写真を貼付願います　　　　

1980年3月：〇〇〇大学　〇〇学部　〇〇学科卒業
1984年3月：〇〇〇大学　〇〇大学院修了
1985年4月：〇〇〇大学　助手
2016年4月：医療法人〇〇〇、〇〇〇歯科医院　勤務医
2025年4月：医療法人〇〇〇、〇〇〇歯科医院　理事長






■別に、様式１として「（一社）日本全身咬合学会主催学術大会・講演会等における講演・口演・ポスター発表に関わる利益相反（COI）自己申告書」がございます。ご記入の上、２ファイルあせてご返信ください。

■発表演題に関する研究倫理のご確認が必要です。
日本全身咬合学会、３１巻1.2号、2025の最初のページに記載の「社団法人日本全身咬合学会からのお知らせ（学会発表フローチャート）」を必ずご確認ください。

